
 

６年生   実践事例   

「人と環境」 

 

指導目標 ◎二酸化炭素の温室効果について調べ、地球温暖化の原因や現象、「１人当たりの二

酸化炭素排出量」について理解する。 

◎排気ガスに含まれる二酸化炭素の割合を実際に測定し、測定結果から二酸化炭素排

出量を減らすための手段について考えられる。 

◎自動車から排出される二酸化炭素量とバスから排出される二酸化炭素量を比較し、

公共交通機関の有効な使い方について考える。 

公 共 交 通
を 教 材 と
する利点 

自動車から排出される二酸化炭素を測定することで、自分たちの普段の生活が地球温

暖化に影響していることを目で見て理解し、自分たちの生活の中で地球環境保全のた

めにできることを考えることができる。 

対象学年 ６年生   

対応教科 理科 

標準校時 ８コマ   

学習構成  

１．二酸化炭素の温室効果 

２．クルマからの二酸化炭素排出量 

・ペットボトルに溜めたＣＯ２と窒素に日光を当て、前後の温度変化を調

べることで、ＣＯ２の温室効果と地球温暖化に及ぼす影響を理解する。 

・地球温暖化によって、地球上でどのような被害が起きているのかを知る。 

・１人当たりのＣＯ２排出量が生活の場面で違うことを通して、自分たち

の生活の中で多くのＣＯ２が出ていることを理解する。 

 

・実験によって、色々な自動車の排気ガスに含まれるＣＯ２の割合を気体

検知管を用いて測定する。 

・自動車から出るＣＯ２を減らすために、自分たちでできることを考える。 

３．二酸化炭素を減らすためにできること 

・自動車から出るＣＯ２とバスから出るＣＯ２を比較する。 

・公共交通の有効な使い方を考える。 
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●本時で活用する資料 

夜の地球 

 ※公益財団法人みやぎ・環境とくらし・ネットワークより借用 

 

 

地球環境に関するデータ集 

 

  
 

  
 

 

エネルギーバック 

 ※公益財団法人みやぎ・環境とくらし・ネットワークより借用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：仙台市交通と環境に関する教材を使ってみましょう 学習の進め方と教材活用事例 

⑦ ツバルの様子

▲ 高波で壊された民家
（マーシャル諸島イバイ島）

出典：JCCAウェブサイトから引用

▲ 中部太平洋マーシャル諸島マジュロ環礁

出典：JCCAウェブサイトから引用

地球温暖化に関する資料




